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2024 年 6 月の立命館土曜講座は、立命館大学人文科学研究所の企画として、「オーバーツーリズ

ムを超える観光とは何か？」をテーマに、ハイブリッド形式（対面・Zoom ウェビナー）で開講いたします。 

どなたでも無料で受講いただけますので、ご関心のある方のご参加をお待ちしております。 

 

記 

 

■立命館土曜講座 6 月テーマ 「オーバーツーリズムを超える観光とは何か？」 

（1）なぜ京都はパンクしたか-第 1 次インバウンドブームとオーバーツーリズムの問題化を振り返る 

日時 ： 2024 年 6 月 15 日（土） 10：00～11：30 

    ハイブリッド開催 会場：衣笠キャンパス末川記念会館＋Zoom ウェビナー 

 

（2）「地域に対するケア（配慮）」というギフト―オーバーツーリズムを超えるために 

日時 ： 2024 年 6 月 22 日（土） 10：00～11：30 

    ハイブリッド開催 会場：衣笠キャンパス創思館 1F カンファレンスルーム＋Zoom ウェビナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

本リリースの配布先： 京都大学記者クラブ 
 

●内容についてのお問い合わせ先 

立命館大学衣笠総合研究機構 担当：武田・堀 

TEL.075‐465‐8224 

【立命館土曜講座のご案内】 

2024 年 6 月のテーマ 

「オーバーツーリズムを超える観光とは何か？」 

開催日程 ： 2024 年 6 月 15 日（土） ・ 22 日（土） 

開催方法 ： ハイブリッド講座（対面・Zoom ウェビナー） 

開催方法 ： ハイブリッド講座（対面・Zoom ウェビナー） 

内 容 ： 別紙参照 

聴 講 料 ： 無料 

定 員 ： 衣笠キャンパス末川記念会館 180 人、 

衣笠キャンパス創思館 1F カンファレンスルーム 138 人、Zoom ウェビナー400 人 

※実施前日 12：00 までに要事前申込。定員に達し次第、受付を終了。 

申込方法 ： 立命館土曜講座の WEB サイトよりお申し込みください。 

https://www.ritsumei.ac.jp/doyo/ 

 



 
 

別 紙  

■立命館土曜講座 6 月テーマ「オーバーツーリズムを超える観光とは何か？」 

（1）なぜ京都はパンクしたか-第 1 次インバウンドブームとオーバーツーリズムの問題化を振り返る 

日時 ： 2024 年 6 月 15 日（土） 10：00～11：30 

講師 ： 文教大学国際学部 専任講師 中井 治郎 

講師による内容紹介 ：  

コロナ禍における観光の空白期間を経て、いま再び古都を悩ませている京都におけるオーバーツ

ーリズム問題は 2010 年代のインバウンド急増とともに本格化したものです。数百年の長きにわたり観

光と付き合ってきた歴史と経験を持つはずの京都は、なぜこれほどまでインバウンドブームとオーバー

ツーリズムに翻弄されてしまったのでしょうか。また、今、京都を訪れる観光客は、これまで京都を訪れ

てきた人々と何が違うのでしょうか。本講座ではこれらのことをふりかえりながら、これからの京都にふさ

わしい観光のあり方を考えたいと思います。 

 

（2）「地域に対するケア(配慮)」というギフト―オーバーツーリズムを超えるために 

日時 ： 2024 年 6 月 22 日（土） 10：00～11：30 

講師 ： 立命館大学文学部 教授 遠藤 英樹 

講師による内容紹介 ：  

2019 年以前、京都には国内外からの観光客がおしよせ、京都の文化・暮らし・自然などに様々な

弊害が被るようになっていました。コロナ禍の中では逆に観光客が訪れなくなり、観光産業は大打撃を

こうむり、それが京都の地域経済を揺るがせてしまってもいました。2023 年 5 月 8 日に新型コロナウイ

ルス感染症の位置づけが「2 類」から「5 類」へと変更になり、それに伴って再び、国内外からの観光客

が京都に押し寄せるようになり、コロナ禍以前の同じ問題・課題が京都に現れるようになっています。こ

のようにみるならば、観光は京都の人々をふりまわすだけの、あまり良くない現象のようです。でも本当

にそうでしょうか？観光は、地域にとって大きな恩恵をもたらすものとなるはずです。観光は、そのやり

方によって、「地域に対する配慮（ケア）」をもたらしてくれます。そして、そのことこそが、地域を持続可

能なものにするうえで重要なポイントとなるのです。本講座では、このことを皆さんと考えてみたいと思

います。 

 

■立命館土曜講座 

1946 年から続く、市民向けの無料公開講座。故・末川博名誉総長の「学問や科学は国民大衆の利

益や人権を守るためにある。学問を通して人間をつくるのが大学であり、大衆とともに歩く、大衆ととも

に考える、大衆とともに学ぶことが重要」との思いのもとに、大学の講義を市民に広く開放し、大学と地

域社会との結びつきを強めることを目指しています。 

＜WEB サイト＞ https://www.ritsumei.ac.jp/doyo/ 


